
タンデム太陽電池の構造と課題

本研究で目指すモジュール構造と試作モジュールの外観
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専門分野 太陽光発電、太陽電池、電子材料、薄膜工学

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

Durable crystalline Si photovoltaic modules based on silicone-sheet encapsulants（Japanese Journal 
of Applied Physics 57, 027101 (2018).）
Estimation of thermal budget during the lamination process for perovskite solar cells（33rd 
International Photovoltaic Science and Engineering Conference.）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

太陽電池メーカー、電機メーカー、化学メー
カー、材料・素材メーカー、半導体製造装置
メーカー等

屋外での長期使用により太陽電池の性能変化
が生じる原因を、材料科学的観点から究明する
研究に10年以上携わっていますので、様々な
知見を持ち合わせています。
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タンデム太陽電池モジュールの研究
～ 生涯発電量最大化に向けて ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

太陽光発電システムの壁面設置においては、設
置面積が限られているため、ネット・ゼロ・エネ
ルギー・ビル（ZEB）の実現に向けて、太陽電池
セルならびにモジュールの高効率化は必須です。
また、建築物の寿命40年の間に交換しないこと
が望まれます。本研究では、壁面設置太陽電池モ
ジュールの40年間の発電量を最大化する技術を
開発します。具体的には、高効率化のためのペロ
ブスカイト／結晶シリコンタンデム太陽電池の構
造最適設計、タンデム太陽電池の高い信頼性を実
現するモジュール化技術、壁面設置太陽電池の意
匠性向上技術・防汚技術等に取り組んでいます。
これまでに、シリコーン封止材の適用により、

結晶シリコン太陽電池における従来技術を踏襲可
能で、かつペロブスカイト層の性能を低下させる
ことなく80℃以下でモジュール化可能な技術開
発等に成功しています。
本研究は、国立研究開発法人新エネルギー・産

業技術総合開発機構の委託により、北陸先端科学
技術大学院大学、青山学院大学、明治大学、岐阜
大学との共同研究ならびに京都大学、豊田工業大
学、金沢大学、大日本印刷株式会社、東洋アルミ
ニウム株式会社、信越化学工業株式会社との連携
により実施しています。

環境・エネルギー

https://masuda-lab.eng.niigata-u.ac.jp/~masuda-lab/
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・実験だけによる最適化は困難
・シミュレーションを有効活用
・性能や劣化を支配する層や界面を物理的・化学的分析で同定
・材料／デバイス構造の改善で性能改善、長寿命化
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